
2025年度収支報告
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61,972,305円2025年度合計
収入の部

2025年度合計
支出の部 65,770,754円

収入
2025年度合計

61,972,305円

預金利息

163,990円

7,428,000円
コスモエネルギーホールディングス（株）拠出金

1,121,810円
（株）コスモトレードアンドサービス拠出金
ECOバッテリー売上一部

環境配慮型バッテリーの
売上1個につき30円を
寄付しています。
※商品ラインナップの統合により25年11月より対象商品がコスモECO.Rバッテリーに集約されました。

29,439,000円
エコカード会員拠出金

エコカード会員様による年間500円のご寄付

1

プラチナユーザー募金

2

3

1 2 3＋ ＋ 32,069,315円
コスモエネルギーグループからの拠出金

海外支出
2025年度合計

国内支出
2025年度合計

43,847,497円

その他支出
2025年度合計

10,241,334円

11,681,923円

専門家への委託費用等
750,000円

活動報告書作成料

7,270,659円

振込手数料
105,875円

会計・運営に関する
コンサルタント費用
2,114,800円

1,937,751円
鳴子温泉の地熱と暮らす

2,000,000円
里山の森と暮らしをつないで
脱炭素地域をめざす「きなさごごちプロジェクト」

2,000,000円
小豆島発、海洋ごみ回収スキーム構築事業

1,998,260円
対馬産積み木による多世代交流型の木育推進事業

585,855円
海の自然環境を学び守る活動

1,954,350円
エコパーク生物圏保存地域における
共生の森づくり

3,021,460円
世界遺産 富士山の森を守り再生させよう

7,090,115円
流域圏における森・里・川・海の
つながりのモデル化と情報発信

3,456,243円
学ぶ、守る、つなぐ、琵琶湖の水

2,000,000円
竹とミツバチがつなぐ自然と触れ合う
共生コミュニティ創り

3,500,000円
里山の多様性を守ろう
「茅葺き古民家エコカフェ」プロジェクト

3,963,097円
生物多様性を守るアファンの森づくり

1,809,460円
孟子不動谷自然再生活動

3,483,676円
地域住民で守る神山の里山保全

3,235,389円
竹林と里山の森・海の森 
つながる再生活動

1,811,841円
エネルギー自治を実現するプロジェクト

ヒマラヤに森をつくろう
（ネパール）

海岸侵食軽減のための
マングローブ植林（キリバス）

3,854,025円

タイ北部環境再生プロジェクト
（タイ）

2,000,000円

5,827,898円

11,681,923円
海外支出小計

10,241,334円
その他支出小計

43,847,497円
国内支出小計

COSMOエコ基金は、皆さまからのご支援により支えられています

地球環境の保全や啓発等に取り組む
プロジェクトを支援

※1 コスモでんきグリーン：コスモ石油マーケティング株式会社が、電力事業の売上の一部からご契約者お一人様あたり年間500円の寄付金を基金に拠出します。
※2 継続年数、ご利用金額、プラチナユーザーお一人様あたりの寄付金額は、サービスステーションのガソリン価格や原油価格等の環境要因を踏まえて毎年設定しています。

皆さまからの寄付

給油や洗車をされると10年以上継続でご加入され
コスモのサービスステーションでの
ご利用金額が年間19万円以上になると

お一人様につき1,500円を
COSMOエコ基金に寄付します
（プラチナユーザー募金）※2

コスモエネルギー
グループからの寄付

コスモエネルギーグループが コスモエネルギーグループが

エコカード会員の皆さまが
「コスモでんきグリーンのご契約」で※1

エコカード会員の皆さまが エコカード会員の皆さまが

自動的に年間500円
COSMOエコ基金に寄付

ご利用金額の0.1％をCOSMOエコ基金に
寄付します

23,519,505円
コスモ石油マーケティング（株）拠出金
カード売上一部

給油や洗車によるカードご利用
金額の一部を寄付しています。

55,500円

244,500円
コスモでんき
グリーン契約者

コスモでんきグリーンご契約により、
コスモ石油マーケティング（株）が
ご契約者様お一人当たり500円の寄付金を拠出

【コスモの公式】アプリ
ポイント

アプリご利用のお客様による
キャッシュバックポイントの
ご寄付（500ポイント単位）

※記載している内容は活動の一部です。皆さまよりご寄付いただいた支援金は、上記以外のさまざまな活動にも利用しております。

一般社団法人 WATALIS宮城県

竹とミツバチがつなぐ自然と触れ合う共生コミュニティ創り

竹とミツバチをテーマにした学びと体験プログラムを行っています。ミツバチを13群飼
育し、遊休農地に蜜源植物の種まきも行いました。また、竹林を整備して竹炭や竹灯
籠をつくったり、竹炭でバームクーヘンを焼いたりする体験プログラムも開催。10代から
80代までさまざまな方が参加し、遊休農地や竹林の拡大といった地域の課題を共有でき
ました。
ミツバチの飼育管理やプログラム会場の整備にはボランティアの協力を得ていますが、
継続して参加する方も多く、亘理の里山を活用した私たちの活動に関心が集まっている
と実感しています。

遊休農地に蜜源植物の種をまきました。
竹炭や竹灯籠の体験プログラムも盛況です。

ミツバチ観察会

Facebook

Instagram

温かい応援に感謝いたします。地域の
多様な仲間と手を携え、竹林を整えミツ
バチが舞う豊かな里山を守り続けます。

ともに活動する地域住民の皆さんとWATALISスタッフ

特定非営利活動法人 おっちラボ島根県

エネルギー自治を実現するプロジェクト

“自分たちの地域でエネルギーをつくる”をテーマに、さまざまな勉強会を行いました。
揚水発電のしくみを模型づくりで学ぶワークショップはわかりやすいと好評でした。また、
小水力発電の原理や流量計測については専門家の指導も受けました。小水力発電の
先進地域の視察、市内の候補地の調査も行って、再生可能エネルギーの事業化に向け
た取り組みを進めています。
また地域イベントへ参加したり、市民団体に声をかけたりと、新たな層の人たちとの交流
が生まれました。活動紹介の冊子などを活用し、さらに多くの市民に参加を呼びかけて
いきたいと思います。

模型づくりや専門家による勉強会を開催し、
小水力発電の知識を地域に広めました。

おっちラボ適地調査報告

右より、小俣健三郎さん（プロジェクト責任者）、
白石章二さん（専門アドバイザー）、
中谷遥翔さん（プロジェクトリーダー） 、守岡利栄さん（総務）

ビーチクリーン集合写真
（団体メンバーと現地参加者の皆さま）

「地域資源を有効活用した小水力などの住
民主体の発電の導入を行う支援・活動」を
応援していただきありがとうございます。

特定非営利活動法人 おおいた環境保全フォーラム大分県

エコパーク生物圏保存地域における共生の森づくり

一般社団法人 ＭＩＴ長崎県

対馬産積み木による多世代交流型の木育推進事業

対馬産のオリジナル積み木「KUMINO」を使った木育イベントを開催して、子どもたち
に対馬の森やツシマヤマネコの話を伝えています。計画を大きく上回る参加者があり、
木育や木のおもちゃで遊ぶ空間のニーズがあると感じました。
また、KUMINOインストラクターの講習会も開催しています。下半期は木育イベントと
同時開催し、受講者が木育の様子を見たり、子どもの親が講習会に参加できるよう工夫
を凝らしました。参加した受講者と木育イベントを共催したり、「山の材を利用できないか」
といった声を聞くこともでき連携の可能性も感じました。

対馬産の積み木で島の自然を伝えています。
多くの参加を得て「木育」のニーズを感じました。

KUMINOひろば

会員の皆さまの温かいご支援により、対馬で木育イベントや対馬
産材を活用したKUMINO(木組みの積み木）開発を進めることが
できました。これからもヤマネコとともに生きていきます。

特定非営利活動法人 クリーンオーシャンアンサンブル香川県

小豆島発、海洋ごみ回収スキーム構築事業

瀬戸内海研究フォーラムでの発表の様子

小豆島のビーチクリーン活動は計11回87名が参加し、約252kgのごみを回収できま
した。定期的な活動で地域の方々の意識が変化してきたようです。
海洋ごみの回収装置開発は、ごみの約8割が河川から入ってくることから、設置場所を
計画していた「海洋」から「河川」に変更しました。その結果、作業効率が改善し実証
実験も計画を上回る3回実施。回収データを分析して学会発表を行い、各種メディアで
取り上げられました。また瀬戸内海研究フォーラムで行ったポスター発表は優秀賞を
獲得しました。これらを励みにさらに活動を進めていきたいと思います。

ビーチクリーン活動では252kgのごみを回収。
回収装置の実証実験は学会で高く評価されました。

左より、武末さん、
吉野さん、釡坂さん（代表)、
吉野さん、有川さん（主担当）

後列左より、中野祐司さん（現地スタッフ）、内田ひとみさん（事務局）、
前列左より、安部孝典さん（現地スタッフ）、内田桂さん（代表、PJ責任者）、
岡田里帆さん（ESD担当スタッフ）

SDGs環境野外授業

遊学の森ととろの森自然学校は、自然
と共生した地域創出を目的とした各種
体験イベントを通じた自然共生サイトを
めざしています。

プロジェクトレポート国内国内

皆さまの温かいご支援により、海洋ごみ削
減に向けた活動を進めることができました。
心より感謝申し上げます。

目標：     120名 達成率：     178％実績：     214名 
●体験プログラムの参加者

目標：     5名 達成率：     580％実績：     29名 
●小水力発電模型のワークショップ参加者

●河川ごみ回収実証実験

目標：    2回 実績：    3回 達成率：     150％
●回収ごみ調査活動の情報発信

目標：  16回 実績：  48回 達成率：  300％ 目標：     60名 達成率：     177％実績：     106名 
●市民参加型生物調査参加者

活動フィールドの自然観察歩道と森林の整備は、地域住民の要望に応えて活動回数
を増やして順調に作業を進めています。市民と行う生物多様性調査では、自動撮影
カメラを使ったニホンカモシカの調査や、固有種のソボサンショウウオ調査などに小学
生から大学生まで多くの市民が参加しました。さらに、森づくりや自然体験を取り入れ
たSDGsのワークショップでは、子どもや大学生たちが地域の人々と新たな交流を深め
ています。
森林整備や生物調査には想定を上回る参加希望があったため、今後も実施回数や人数
を検討しながら進めていきます。

市民と行う森林整備や生物調査は
予想を超える参加とともに順調に進んでいます。

目標：     60組 達成率：     280％実績：     168組 
●KUMINOひろば参加者

Facebook

Instagram

Facebook

Instagram

Facebook

Instagram

Facebook

Instagram

アカウントのご紹介
公式LINE
COSMOエコ基金が支援する団体の

活動レポートや
エコに関するクイズ・マメ知識、
イベント情報などを配信中。
ぜひ友だち登録をお願いします！

65




